






























































































































編 集 後 記
平成24年度の『学苑 人間社会学部紀要』をお届けします。人間社会学部の4学科は人間社会
学部としての共通基盤を模索しつつ，教育研究面ではそれぞれの学科の特色を重視した学科運営
がされております。研究面では，本紀要を中心に各学科の教員が日々の研究成果を発表しておりま
す。一方，教育面でも各学科で時代に合った魅力的なプログラム等が実施されておりますので，編
集後記ではこの一年の各学科のそうした動向について報告致します。
心理学科からは今号へ3本の投稿があり，厳正な査読の結果掲載されるに至った。質の高いご投
稿に感謝するとともに，査読にご協力いただいた先生方にこの場を借りて御礼申し上げたい。昨年
度実施された創設20周年の「卒業生の集い」に引き続き，今年度も卒業生と学科との絆を深めて
いく行事が企画されている。各界で活躍するOGをお招きし，相互の情報交換に役立てていただ
くとともに，これから就職活動に臨む在学生たちと交流し社会人の先輩として相談に乗っていただ
く，「心理学科メンターカフェ（仮称）」を3月に開催する予定である。（松野）
福祉社会学科では，福祉環境学科から福祉社会学科に学科名称の変更をしてからちょうど4年が
たち，この3月に福祉社会学科1期生が卒業を迎える。新学科では従来の群制度を発展させ，ソー
シャルワークコース，子ども家庭支援コース，福祉キャリアコースという3コース制をひき，学生
が学びたいことや将来の進路やキャリア形成を見据えた体系的な学習ができるような支援をしてき
た。その結果，1期生の卒業論文や就職先は今まで以上に多様で，これからの活躍が各方面で期待
される。北欧研修も定着し，短期長期の留学を経験した学生数も積み上がってきている。せたが
や福祉区民学会も昭和女子大学（福祉社会学科）が今年度は開催校である。世界と地域に視野を向
けた福祉人材の育成が着々と進んできている。（北本）
現代教養学科は，今年で10周年を迎えた。来年度は，本学科の経済マネジメント領域が独立
してグローバルビジネス学部ビジネスデザイン学科が誕生する。それに伴い，社会科学をより明確
に意識した「ソーシャルスタディーズ」，「メディアスタディーズ」，「グローバルスタディー
ズ」のコース編成を行い，本学科も新たに生まれ変わろうとしている。今年度の学科の特色ある活
動としては，国際社会調査研修を実施したほか，世田谷美術館内カフェの ・ピクニックランチボッ
クス・の提案と開発，「世田谷芸術百華」の新イベント「せたがや芸術散歩」の企画や運営など，
学生主体の地域連携活動がある。国内外における ・社会・との関係を視野に入れ，今後もさらなる
活動を展開させていく予定である。（福田）
初等教育学科では，平成23年度より「幼小コース」「幼保コース」から「児童教育コース」
「幼児教育コース」と名称も新たにスタートし，より幅広い教養と基礎的知識技術を学んだうえ
で免許資格科目を修得するカリキュラムとなっている。館山市での「夏休み体験プログラム」やボ
ストンでの「アメリカ初等教育演習」など，教育現場を体験して学ぶプログラムもさらに充実して
継続されている。また大学院人間教育学専攻は博士課程も含めて完成年度を迎えた。教員養成教
育研究機関の確立にさらに邁進していきたい。（中村）
お世話になりましたすべての皆様に感謝申し上げます。なお，本紀要のいっそうの充実のために，
本紀要の投稿規定の一部を改訂致しました。さらなる充実に向けて編集委員一同，力を尽くして参
りますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。
編集委員 松野隆則北本佳子福田淳子中村徳子
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